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：動作検出装置

■  技 術 概 要
  　 特記事項、
  　 図など

動作指示装置

対話システム、コミュニケーションロボット

被験者（ユーザ、犬などの動物、コミュニケーションロボット、ヒューマノイドロボット）
の指差し動作や注視動作などの身体動作（指示動作）を検出する。

モーションキャプチャシステムを用いた指差し動作などの身体動作を検出する現存
のシステムは、その身体動作の対象が静止していることが前提となっており、対象
物が動いている場合には対応できないが、本発明は、指差し動作や注視動作など
の指示動作を環境に対する静止動作として捉えているので、動いている対象物を
指差ししたり注視したりしている場合でもその動作を簡単に検出できる。

本発明は、被験者の
指先の指示動作を検
出する装置であって、
被験者の肩（基準点
Ｏ）と指先（動作点Ａ）
と環境に設けられた
複数の参照点Ｐの位
置に基づいて、基準
点Ｏ、動作点Ａ、参照
点Ｐの３点によって形
成される角度の一つ
を各参照点Ｐについ
て時系列に従って算
出し、その算出された
各角度に基づいて各
参照点について角速
度を算出し、その算
出された各参照点に
ついての角速度の中
に、所定の値より小さ
い値の角速度が存在
するとき、その参照点
をそのときの動作指
示点とする。


